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チーム全体に
LeanShiftが必要な理由

プロセス最適化は一人で行うものではありません。
全員が同じデータ、手法、目標で取り組むことで

真の改善が生まれます。

あらゆるシステムに対応 — インターフェース不要

LeanShiftは外部サーバーにデータを収集しません。すべてデバイス上にローカル保存されます。
結果をファイルとしてエクスポートし、既存のシステムでそのまま活用できます。

XLSX
Excel

CSV
ユニバーサル

JSON
バックアップ

PDF
レポート

ERP, SAP, BI tools, Google Sheets, Power BI — インポートするだけ
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ツール一つでは不十分です

一人だけが測定・最適化しても、改善は孤立したままです。
以下の3つの問題が、企業に毎年数十万ユーロの損失をもたらしています。

知識のサイロ化
プロセスの知識が個々の従業員の頭の中に閉じ込められています。その人が不在になると改善が止まります。
数値、ボトルネック、進捗を他の誰も把握していません。

統一されていない手法
部門ごとに測定方法が異なります。異なるスプレッドシート、異なる定義、比較不可能。KPIが矛盾し、デー
タではなく勘に基づいた意思決定が行われています。

共有データ基盤の欠如
コーチと生産管理者が異なる数値を見ています。会議は古いデータで進行します。全体像が欠如しているた
め、改善のポテンシャルが見過ごされています。

構造化されたコーチングの姿 — 全員に同じ基準で：



プロセスステップの記録

タイマーを開始し、ステップに名前を付け、サイクルを記録。
削減ポテンシャルとプロセスコストは自動的に算出されます。



すべての指標を一目で

測定直後に9つのKPI。ステップごとの時間、
プロセス安定性、コーチングステータスを含みます。



現状から目標へ — 数値で示す

14のKPIで目標状態を算出。削減ポテンシャルをユーロで表示。
予算承認のための投資計算機能。



プロセスを可視化する

フロー図、タイムライン、7-Mudaマーキングによる
バリューストリーム分析 — アプリ内で直接実行。



すべての役割にメリット

LeanShiftはチームの全員に適切なツールを提供します — 現場から経営層まで。

生産管理者

プロセスを測定
現場での直接的な時間測定。プロセスステップを記録し、サイクルを
比較、ボトルネックを一目で特定。

品質管理者

ムダを分析
トヨタ方式に基づく7-Muda分析：すべてのプロセスステップを評価
し、ムダの種類を特定、優先順位を設定。

コーチ  /  マネジメント

ROIを算出
14のKPIで現状/目標比較。削減ポテンシャルをユーロで表示。予算承
認のための投資計算機能。
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マルチプライヤー効果

測定するチームが増えるほど、より多くの削減ポテンシャルが見えてきます。

40.000+
EUR 削減ポテンシャル

測定あたり

x5
チームが
並行して測定

200.000+
EUR 削減ポテンシャル

年間

1回のプロセス測定で通常

40,000+ EURの削減ポテンシャルが明らかになります。
ライセンス費用は最初の1時間で回収できます。

自動計算：削減ポテンシャル、プロセスコスト、改善提案 — 測定直後に表示。

BASIC

0 EUR
ストップウォッチ、コーチング質問、
オンボーディング、オフライン

OPERATOR

399 EUR/年
プロセス記録、Muda分析、

エクスポート、スナップショット

EXPERT

899 EUR/年
目標状態計算、投資計算、
バリューストリーム分析

1ライセンス — 最大3デバイス。広告なし。完全オフライン対応。

lean-shift.com
無料で開始 — OperatorとExpertはいつでもアンロック

今すぐ試す
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